
- 1 -

令
和
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版

創
刊第
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十
九
号

三
学
期
は
、
朝
ま
る
で
台
風
を
迎
え
る
よ
う
な
暴
風
の
た
め
、
休
校
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
変
則
的
な
日
程
で
、
翌
日
に
始
業
式
を
行
い
、

実
力
考
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
休
む
間
も
な
く
、
一
月
進
研
模
試
を
こ

な
し
て
、
十
四
日
（
火
）
～
十
七
日
（
金
）
の
日
程
で
、
無
事
修
学
旅
行

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
へ

修
学
旅
行
直
前
で
は
、
一
月
七
日
（
火
）
平
日
早
朝
の
大
荷
物
発
送
を

皮
切
り
に
、
出
発
ま
で
の
生
徒
達
の
体
調
管
理
の
徹
底
を
、
十
四
日
（
火
）

の
早
朝
出
発
に
際
し
て
は
、
ど
の
ご
家
庭
も
相
生
駅
・
姫
路
駅
へ
の
送
り

を
、
そ
し
て
、
十
七
日
（
金
）
の
遅
い
時
間
の
迎
え
等
、
様
々
な
場
面
で

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
、
本
校
・
本
学
年
の
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
け
た
お
陰
で
、
四
十
二
回
生
一
人
一
人
が
高
校
時
代
の
か
け
が
え
の

な
い
想
い
出
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
諸
事
情
で
四
十
二
回
生
全
員
が
北
海
道
に
行
く
こ
と
が

で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
生
徒
達
も
ま
た
、
修
学

旅
行
の
期
間
、
約
束
通
り
学
校
に
登
校
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
旅
行
を

全
う
し
て
く
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
修
学
旅
行
を
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
、

四
十
二
回
生
が
こ
の
先
輝
け
る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、
修
学
旅
行
前
に
は
、
本
校
の
食
堂
の
方
か
ら
次
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
結
団
式
で
は
生
徒
に
も
紹
介
し
ま
し
た
。

「
相
高
の
生
徒
は
、
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
る
く
ら
い
気
持
ち
よ
く

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
。
食
堂
の
床
が
汚
れ
た
り
し
た
ら
、
放
っ
て
お
か
ず

に
、
片
付
け
る
か
ら
雑
巾
を
貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
風
に
み
ん
な
で
使

う
場
所
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
。」

四
十
二
回
生
が
該
当
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
四
十
二
回

生
も
そ
の
一
員
に
な
れ
た
ら
、
と
話
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行
中
、
富
良
野
演
劇
工
場
・
ホ
テ
ル
・
看
護
師
さ
ん
な
ど
か
ら

い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。

「
相
高
生
の
先
輩
の
印
象
は
大
変
良
い
。
だ
か
ら
、
目
の
前
の
生
徒
さ
ん

た
ち
も
、
き
っ
と
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
演
じ
て
く
れ
る
」（
前
）

「
期
待
通
り
、
期
待
以
上
で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
。
」（
後
）

（
富
良
野
演
劇
工
場
長
）

「
こ
ん
な
に
楽
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
の
か
な
、
と
思
う
」

（
ホ
テ
ル
出
発
の
際
、
ホ
テ
ル
修
学
旅
行
担
当
の
方
）

「
何
か
あ
っ
た
生
徒
さ
ん
を
世
話
す
る
の
は
仕
事
な
の
に
、
後
か
ら
そ
の

生
徒
さ
ん
た
ち
に
こ
ん
な
に
お
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
」

（
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
さ
ん
）

そ
の
他
、
お
世
話
に
な
っ
た
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
皆
さ
ん
か
ら
も

多
く
の
場
面
で
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
一
つ
の
終
わ
り
は
、
次
の
始
ま
り
で
す
。
四
十
二
回
生
が
喜
び

一
杯
に
北
海
道
か
ら
帰
っ
て
き
た
翌
日
・
翌
々
日
に
は
、
四
十
一
回
生
を

主
と
し
た
相
生
高
校
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
と
一
年
後

と
こ
と
ん
楽
し
ん
だ
後
に
、
自
分
と
ど
れ
だ
け
厳
し
く
向
か
い
合
っ
て
、

自
分
を
鍛
え
抜
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
鍛
え
た
こ
と
を
ど
う
数
字
・
結
果

に
変
え
て
い
く
か
。
そ
の
数
字
と
本
気
で
向
か
い
合
う
覚
悟
を
、
自
分
の

中
に
ど
う
育
て
て
い
く
か
。

い
よ
い
よ
、
自
ら
の
進
路
を

「
絵
空
事
・
霧
の
中
で
ぼ
や
け
て
い
る
も
の
」
か
ら

強
い
意
志
で
、

「
夢
」

「
夢
か
ら
目
標
」

「
目
標
か
ら
手
に
す
べ
き
も
の
」

に
す
る
闘
い
を
始
め
よ
う
。

生
徒
の
皆
さ
ん
へ

こ
れ
ら
は
、
早
い
時
期
か
ら
皆
さ
ん
の
安
全
・
主
体
性
を
第
一
に

考
え
て
、
修
学
旅
行
担
当
の
先
生
を
中
心
に
、
担
任
・
学
年
の
先
生

方
が
、
何
度
も
何
度
も
紙
面
上
で
修
学
旅
行
に
行
き
、
緻
密
に
準
備

を
進
め
た
計
画
を
、
皆
さ
ん
が
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て

得
た
成
果
で
す
。

時
間
を
守
る
・
時
間
を
作
る
・
時
間
的
余
裕
を
生
み
出
す
こ
と
で

ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
か
。
い
ま
一
度
、
ス
キ
ー
班
長
・
生
活
代
表

班
長
等
、
会
議
に
参
加
し
た
者
か
ら
、
そ
の
行
動
で
得
た
感
覚
を
、

日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
大
い
に
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。集

団
と
し
て
、
ま
さ
に

「
や
っ
て
で
き
た
」
こ
と
を

「
や
れ
ば
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

「
手
に
し
た
い
か
ら
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

が
で
き
る
集
団
に
、
さ
ら
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
。

日
々
の
授
業
の
中
で
、
数
多
く
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
て
下
さ
い
。

現地看護師

中村さんより

生活班長会議

なんと１０分前には会議を

始めることができました。

おかげで、他の部屋の生徒に

余裕を持った連絡ができました。

宿
泊
先
の
ザ
・
タ
ワ
ー
を
背
に

三
日
間
、
い
や
最
終
日
ま
で

ほ
ぼ
こ
の
素
晴
ら
し
い
陽
光
を

浴
び
て
、
良
い
ス
キ
ー
実
習
、

札
幌
・
小
樽
研
修
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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１組男子
今回の修学旅行は残念ながら 42回生の全員で参加す
ることができませんでしたが、それぞれ個人個人が
この期間にやるべきことをして、全員でこの 42回生
の修学旅行という大きな行事を終わらせることが出
来たのは本当に良かったと思います。一人一人が小
さなことでも規則を守ったことによって、大きな問
題が出ることもなく終えることができたのだと思い
ます。また、198 人という大きな集団が予定通りに
行動するには一人一人の意識を持つことがどれほど
大切なのかということが分かりました。一人でも気
を抜いて時間に遅れたりすると、所属している団体
の全員に迷惑をかけることになり、ささいなことか
らでもお互いに注意しあって、全員でまとまって行
動することにより、集団というものが成り立ってい
るということがよく分かりました。そして、この経
験を次の学校行事でも生かせることの出来るように
していきたいと思います。

１組女子
スキーや研修、ホテルの部屋やご飯を食べるとき
のメンバーで色んなクラスメイトと関わることが
できた。友達の新たな一面が見ることが出来て、
より仲を深めることができたのでとても嬉しく思
う。私が体調を崩した時には心配してくれたり、
声をかけてくれたりとても嬉しい気持ちになった。
そのおかげで、皆と仲を深めることができたし、
自分からも体調を崩した子や怪我をした子を見か
けた時は、すぐに声をかけることが出来た。スキ
ーは初心者で、上手く滑ることができなかったと
きに、同じ班のメンバーが応援してくれたので、
とても励みになった。研修では、初めて通る道だ
ったり、初めて行く駅ばかりでとても不安を感じ
ていたけど、皆で協力して無事辿り着くことが出
来たし、とても楽しい時間を過ごすことができた。
行事の中で一番の思い出になったし、きっとこの
思い出は忘れないと思う。

42回生学年通信『42 破天荒』 令和 2年 2 月 3日発行 第 29号



- 3 -

３組男子
修学旅行前、僕は正直本当に楽しめるかどうか心配
でした。なぜならこれまでスキーをしたこともあり
ませんでしたし、北海道についての知識もあまりな
かったからです。だからこそ、修学旅行でスキーを
すると聞いた時は少しがっかりしていました。実際
北海道に行き、1 日目初めてスキーをした時もうま
く滑ることができず 3 日間で本当に滑れるようにな
るのかと考えていました。しかし 2 日目からインス
トラクターの方のご指導のおかげで滑れるようにな
りスキーがとても楽しく感じるようになりました。
今回、スキー体験を通し大切なことを学びました。
それは自分が苦手なことでも諦めずに努力し続けれ
ば、それが出来るようになった時ものすごい喜びを
得られると共に、嫌いだったものが好きになれると
いうことです。これは勉強においても同じだと思い
ます。このようなことを学べた 4 日間はとても充実
したものでした。

２組男子
今回の修学旅行を振り返って思うことは、間違
いなく人生で一番の思い出になった。初めて 200
人近い集団で、3 泊 4 日という期間を共に過ご
した。集団で行動する上で大切なことにいくつ
か気付かされた。まず 1 つ目に、ルールを守る
ことだ。集団を乱す一番の理由は 1 人のルール
破りだと改めて分かった。今回自分はルール通
り動けたため、そこは良い点だと思う。2 つ目
は相手のことを考えた上での言動が大事だと分
かった。集団で過ごすと、他人と自分の違いが
でてくるが、他人の苦手な面や、自分の苦手な
面を理解した上で、サポートし、自分なら迷惑
にならないよう早めの行動や、いつも以上に気
を遣うことを意識するようにしようと思った。
これらの事をこれからの学校生活に役立ててい
こうと思う。

３組女子
初めは四日間も保健係嫌だなぁって思っていたけれ
ど、役割を果たしていく中で楽しみに変わっていき 4
日間がとてもはやく過ぎて行きました。スキーも同
様に思っていたけれどインストラクターさんが凄く
優しくて、チャレンジすることを恐れる瞬間を作ら
せない情熱ある指導をしてくださったおかげで、初
心者で止まり方すら分からなかった私でも急な斜面
をストックなしで滑れるまでになって約 15 時間程
のスキー研修が本当に短く感じました。札幌自主研
修では、がっかりする時計台などと言われているそ
うですが私はむしろ、明治初期から姿を変えること
なくあのような大都会にあることに感動しました。
全然雪がなくて、観光するには都合が良かったけれ
ど、その反面で、雪まつりなどができるのかどうか
気になりました。雪が少ないのも、マイナスではあ
ったけれど気温が例年よりも高いのも全部地球温暖
化が関わっているのかと気になりました。

２組女子
初めてのことが多く、とても不安で一杯のスタート
でしたがとても楽しく過ごすことができました。修
学旅行を通して２つのことを学びました。1 つ目は
いつも私を支えてくれている周りの方々に感謝の気
持ちを伝えなければいけないということです。こう
して無事に行って帰ってくることができたのは両親
や先生方が準備してくれたからであり、スキーを楽
しむことができたのはインストラクターの方や友達
がいてくれたからだと思います。当たり前のことの
ように感じるのではなく感謝の気持ちを忘れずに言
葉や行動で表していこうと思います。2 つ目は誰か
のために自分のできることをたくさんすることの大
切さです。先を考えて行動することで後から空いた
時間でさらに次のことができたり、周りの人が楽を
することができるなど良いことばかりです。計画を
立てるときにもそれらが言えると思います。修学旅
行で学んだことを忘れず受験勉強に活かし努力した
いです。

４組男子
今回の修学旅行を通じて、初めてのことばかり
でたくさんのことを学ぶことができました。初
めての北海道、初めての飛行機、スキーをする
ことも初めてでした。初めてなので不安なこと
ばかりでしたが、それを吹き飛ばしてくれるく
らい楽しいことばかりでした。まず、コミュニ
ケーションプログラムでは、今までに話したこ
とのない人や、関わりを持つことがなかった人
と話したりできて、コミュニケーション能力が
少し深まった気がします。スキー講習では転ぶ
ことばかりでしたが最終日には、ほとんど転ぶ
こともなくなり、滑ることができてよかったで
す。自分が成長したことを実感できたので、と
ても大きな経験になったと思います。また、外
国の方と英語で会話する機会もあったので、そ
れもとても良い経験になったと思います。今回
の修学旅行で経験したことは、これからも生か
すことができると思うので、生かせるようにし
ようと思います。

４組女子
今回の修学旅行を通して、学校生活では学ぶこ
とのできない、周りの支え合いの大切さや、コ
ミュニケーションをとって、自ら行動すること
の難しさを、身をもって学べたように思います。
スキー実習や小樽の班別自主研修だけでなく、
コミュニケーションプログラムもあり、これか
らの生活のなかで、特に大事になってくる部分
でも成長できました。この学年のメンバーで、
いい思い出を増やせたし、人として成長でき、
充実した 3 泊 4 日になりました。良かった部分
も多かったですが、もっと早い段階で、積極的
に自分の意見を言えるようになれていると、良
かったと思います。学校行事の一つである修学
旅行を、大きな怪我なく、無事に終えることが
できたのは、この学年の 1 人 1 人の、意識の高
い行動があったからだと思います。反省点も踏
まえ、成長し続けていきたいと思います。最高
の 3泊 4日になって、本当に良かったです。

５組男子
私は修学旅行を終えて、特に印象に残ったのはスキ
ー実習です。私はスキーを体験したことがありませ
んでした。そんな私にスキーを教えてくださったの
がスキーの先生でした。先生はいわゆる『習うより
慣れろ』を実践している方でした。基本的なことを
教えて、実際にコースを滑ってみながら慣れていく
実戦的な教えで、正直もっと丁寧に教えてくれる人
が良かったと思うことも何度かありました。でも、
何度転んでも、叱責しながらも起き上がるのを手伝
ってくださり、何度も激励の言葉を飛ばしてくださ
りました。そのこともあって、最終日にはスキー 3
日目とは思えないくらい上手く滑れていました。そ
の頃にはこの先生で良かったと思っていました。
私はこの体験から２つのことを学びました。一つ

は苦手なことも諦めずに挑戦することの大切さです。
もう一つは『習うより慣れろ』の考え方は時には必
要であるということです。私はこれらを勉学にも活
かしたいです。

５組女子
移動中やホテルでの集団行動、スキー講習での特

別な体験、数ヶ月前から自分たちで計画を立てた班
別自主研修など非日常の連続で、自分の人生の中で
も思い出に残る濃い 4 日間となりました。その中で
も私が一番印象に残っているのは初日にあったコミ
ュニケーションプログラムです。初めはあまり乗り
気ではなく、早朝からの長距離移動とスキー講習で
の疲れもピークになっていました。ですが実際に親
しい友人から初めましての人との交流で心や体が軽
くなった気がしました。名前も知らなかった人と息
を合わせられるように互いに意見を出しあったり、
相手の表情を見るようになりました。たった数十分
でこんなに見方が変わるのかと驚きました。最後の
話にもあった様に将来必ず私を助けてくれる武器に
なると思います。これからも色々な人との交流を大
切にし、私のコミュニケーションを広げていきたい
と思いました。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
！

こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
大
き
く
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
僕
の
ス
キ
ー
実
習
は
、
正
直
不
安
な
気

持
ち
い
っ
ぱ
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
背
中
は
曲
が
り
、
重
心
は
後
ろ
に
あ

る
状
態
で
、
怖
が
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
滑
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
受
動
的
に
今
の
ま
ま
滑
る
だ
け
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
、
背
中
を
伸
ば
し
重
心
を
前
に
か
け
て
、
勇
気
を

持
っ
て
滑
っ
て
み
る
と
、
簡
単
に
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
僕
は
、
こ
れ
は
人
生
と
同
じ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
何
事
も
、

怖
い
と
思
っ
て
受
動
的
に
な
り
自
分
か
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
、
何
も
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
体
的
に
動
け
ば
、
良
い
結
果
に
導
か
れ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

こ
の
修
学
旅
行
の
お
陰
で
す
。

今
回
、
修
学
旅
行
に
参
加
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。

修
学
旅
行
で
は
楽
し
か
っ
た
と
言
う
思
い
出
よ
り
、
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
規
則
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ

け
ど
、
そ
れ
を
当
然
に
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

決
め
ら
れ
た
時
間
・
出
来
事
を
、
甘
い
気
持
ち
で
や
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
事
が
普
段
の
生
活
に
現
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

自
分
の
甘
い
気
持
ち
に
負
け
ず
、
今
後
の
生
活
態
度
や
勉
強
・
部
活
に
生

か
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
、
楽
し
む
べ
き
は
楽
し
む
べ
き
だ
と
思
う
け
ど
、
そ
の

前
提
と
し
て
守
る
べ
き
事
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
学
校
も
同
じ

で
、
遊
び
に
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
学
び
に
来
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を

も
う
一
度
強
く
感
じ
ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
経
験
を
通
し
て
、
も
う
一
度
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
こ
れ

か
ら
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
親
や
先
生
方
に
感
謝
し
て
、
学
校
に
行
け
て
い
る
の
が
当
た
り

前
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
学
校
生
活
を
過
ご
そ
う
と

思
い
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
生
徒
の
捉
え
方
の
文
章
で
す
が
、
入
学
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
記
入
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
担
任
の
先
生
方
が
、
生

徒
の
承
認
依
頼
の
報
告
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
っ
て
い
る
中
で
、
紹
介
し
た
以
外

に
も
、
数
多
く
の
紹
介
し
た
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
体
的
な
良
い
経
験
か
ら

は
、
具
体
性
を
持
っ
た
真
剣
な
レ
ポ
ー
ト
に
変
え
る
力
が
、
四
十
二
回
生
に
は
あ

る
こ
と
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
、
自
己
の
進
路
実
現
に
結
び
付
け
る
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

い
か
に
今
回
見
せ
た
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
で
す
。

未
知
な
る
も
の
に
対
す
る
経
験
、
例
え
ば
、
今
回
の
ス
キ
ー
講
習
等
か
ら
多
く

の
者
が
感
じ
た
、
主
体
的
な
行
動
・
積
極
的
な
失
敗
か
ら
得
ら
れ
た
前
向
き
な
分

析
・
仲
間
と
の
協
働
性
・
励
ま
し
合
い
・
挑
戦
・
再
挑
戦
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、

学
校
生
活
・
人
生
・
社
会
で
も
自
分
達
が
経
験
し
た
こ
と
も
同
じ
だ
と
記
入
し
た

者
た
ち
か
ら
、
行
動
の
変
化
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲
へ
発
信
さ
れ
て
い
く
姿
が

増
え
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
、
私
達
も
目
の
前
の
生
徒
に

「
こ
れ
を
伝
え
た
い
、
こ
れ
を
し
て
や
り
た
い
」

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
叱
咤
激
励
を
続
け
ま
す
。

そ
し
て
、
一
年
後
の
今
に
、
譲
れ
な
い
第
一
志
望
の
話
が
で
き
る
よ
う
に
、
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
一
年
後
の
今
の
自
分
を
生
か
す
べ
く
、
冷
静
な
分

析
・
次
へ
の
的
確
な
ス
テ
ッ
プ
を
、
効
果
的
に
踏
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

常
に
自
分
の
思
う
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
い

だ
が

そ
の
時
に
次
に
生
か
す
道
を
進
め
ば

次
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
チ
ャ
ン
ス
は
生
ま
れ
る

四
十
二
回
生
生
徒
会
が
掲
げ
て
く
れ
て
い
る

「
困
難
は
機
会
の
中
に
あ
る
」

四
十
二
回
生
が
相
高
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
こ
の
言
葉
の
意
味
が
深
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
に
妥
協
を
作
ら
ず
、

「
日
々
是
挑
戦
」

す
で
に
真
っ
只
中
に
あ
る
、
三
学
年
零
学
期
を
闘
い
ま
し
ょ
う
。

二

月五
日
（
水
）

全
校
読
書
会

八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
早
期
対
策
模
試

未
受
検
者
は
、
十
一
日
（
火
）

不
要
な
欠
席
が
な
い
よ
う
、
体
調
管
理
を

十
四
日
（
金
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
七
日
（
月
）

自
然
科
学
コ
ー
ス
推
薦
入
試

十
九
日
（
水
）

自
然
科
学
コ
ー
ス
非
常
勤
特
別
講
義甲

南
大
学

二
十
日
（
木
）

月
曜
六
限
＋
木
曜
七
限

二
十
二
日
（
土
）

自
然
科
学
コ
ー
ス
推
薦
入
試
合
格
発
表

二
十
四
日
（
月
）

天
皇
誕
生
日
振
替
休
日

二
十
五
日
（
火
）
～
三
月
三
日
（
火
）

学
年
末
考
査

二
十
七
日
（
木
）

卒
業
式
予
行

二
十
八
日
（
金
）

卒
業
式

三

月四
日
以
降

短
縮
授
業
（
一
・
二
・
五
・
六

限
）

四
日
（
水
）

球
技
大
会

五
日
（
木
）

球
技
大
会
予
備
日

十
日
（
火
）

自
然
科
学
コ
ー
ス
非
常
勤
特
別
講
義

十
一
日
（
水
）

成
績
会
議

成
績
不
振
者
は
呼
び
出
し
あ
り

十
二
日
（
木
）

複
数
選
抜
試
験

十
四
日
ま
で
登
校
制
限
あ
り

十
六
日
（
月
）

二
十
日
分
代
休

十
七
日
（
火
）

大
学
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
三
・
四
限
）

十
八
日
（
水
）

大
学
合
格
者
体
験
発
表
会
（
四
限
）

二
十
日
（
金
）

教
科
書
・
副
読
本
購
入

写
真
撮
影
（
五
組
は
十
九
日
）

午
後
自
然
科
学
コ
ー
ス
課
題
研
究
発
表

（
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
）

二
十
三
日
（
月
）

終
業
式

二
十
四
・
二
十
六
・
二
十
七
日
（
火
・
木
・
金
）

三
月
補
習
あ
り

追
記今

号
で
は
、
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
ス
パ
イ
ア
事
業
の

神
戸
大
学
留
学
生
と
の
生
徒
レ
ポ
ー
ト
も
紹
介
す
る
予
定
で
し

た
が
、
修
学
旅
行
で
満
載
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
機
会
に
で
も
、

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
悪
し
か
ら
ず
。
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